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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ak’6tude des myst6res de la pens6e，1a d6couverte　des　organes　de　1，AME
humaine，1a　g60m6trie　de　ses　forces，　les　ph6nomさnes　de　sa　puissance，
rappr6ciation　de　la　facult6　qu，eUe　nous　semble　poss6der　de　se　mouvoh
ind6pendamment　du　corps，　de　se　transporter　o血e皿e　veut　et　de　voir　sans
le　secours　des　organes　corporels，　enfin　les　lois　de　sa　dynamique　et　ceUe
de　son　influence　physique，　constitueront　la　glorieuse　part　du　si6cle　suivant
dans　le　tr6sor　des　sciences　humaines．4）
科学によって，人間の思考の巧妙な機構を観察し，精神組織には肉体組織に劣らず，
物理的な力が潜在していることを実証しようというバルザックの「意志論」は，
丁雇o惚dεzαD6脚7納θ，　LαPθ碑∂θ0肋8加の中でも見出されるが，　Lo傭
Lα励θア∫において完成される。主人公のルイ・ランベールは，バルザックの寄宿学
校時代の自伝的要素を多分に備えており，また，彼の哲学的思想の代弁者でもある。
バルザックの分身とも言えるランベールは，「意志論」の研究に専念し，「意志の化
学者」を目ざした。「意志論」の考えは，『人間喜劇』のほとんどの作品の随所に見
え隠れしており，『人間喜劇』全体がくune　gigantesque　th60rie（et　pratique）
de　la　Volont65）〉と化している。
この論文では，まず，Lo伽加〃2わθπにみられる「意志論」の形成過程を辿り，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唱
「意志論」の意味するものを見極め，次に，先に引用したPhア3∫0108∫θ伽ルfα加9θ
の文章にもあるような，「意志」の物理的作用，すなわち，意志の力学的法則を解
明していこうと思う。
第一章
ルイ・ランベールの「意志論」
バルザックは，唯心論と唯物論を相対立するものではなく，補完しあうものと考
え，ルイ・ランベールの「意志論」は，両者の統合という形で提示されている。し
かし，まず，ランベールの思考過程を順をおって見ていくことにしよう。
ルイ・ランベールは，最初は唯心論の立場にたっていた。唯心論者で影響を与え
たのはサン・マルタン，ヤコブ・ベーメ，スウェーデンボリ等の神秘主義者たちで
あるが，特にスウェーデンボリの影響が大きい。スウェーデンボリの著わした『天
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界と地獄』は，霊界を訪れた作者と，天使との会話からなっているが，彼からラン
ベールが引き出した考えは，人間の二重の本性である。
人間はすべて，自己の内に，「内的存在」（1’etre　int6rieur）と「外的存在」（1’etre
ext6rieur）という二つの性質を合わせ持っている。「外的存在」は，五感でとらえ
ることができ，科学的に証明できる肉体的なもの。「内的存在」とは逆に，不可視
で，科学では証明できず，我々の目には超自然的な力として映る，精神的な存在で
ある。天使は「内的存在」が「外的存在」に打ち勝った存在で，人が自分に宿って
いる天使の気高い性質を育てていくならば，霊魂は物質に打ち勝って，そこから離
れようとする。両者の分離が死であるが，天使は肉体から離脱して生き残り，真の
生活を始める。逆に，肉体の活動に優位を占めさせると，物質化のために天使は死
んでしまう。人間を区別する千差万別の個性は，この二重の本性の存在によって説
明される。すなわち，「内的存在」の完成の度合が，天才の士と愚鈍な者とを距て
るのである。
この考えから発展して，ランペールは後に，人間世界における三つの段階を想定
している。本能だけに生きる本能圏（la　sphさre　de　rInstinct），法律，芸術，利害
関係，社会思想が生じ，善悪，美徳等の抽象概念によって判断する世界である抽象
圏（la　sph6re　des　Abstractions），物質界ならびに精神界の事物を，その起源の根
幹や結果の末梢にわたって見ることのできる特殊圏（1a　sph6re　de　la　Sp6ciaht6）。
そこから三つの種類の人間が現われる。
Instinctif，　il　est　au－dessous　de　la　mesure，　Abstractif，　il　est　au　niveau；
Sp6ciahste，　il　est　au－dessus，　Le　Sp6cialisme　ouvre　a　rhomme　sa　v6ritable
carri6re，　rinfini　commence　a　poindre　en　lui，1a　il　entrevoit　sa　destin6e．6）
＜Sp6cialiste＞は，「目に見える世界を上位の諸世界につなぎ合わせる輪」であり，
神の世界を予感するものである。
L’．4y碑∫・P70ρ05　dε1αCo〃24d∫ε枷脚∫ηεの中に，次のようなバルザックの言
葉がある。
Je　crois　aux　progr6s　de　rhomme　sur　luトmeme．　Ceux　qui　veulent　aperce一
voh　chez　moi　Pintention　de　consid6fer　1’homme　comme　une　cr6ature
finie　se　trompent　donc　6trangement7）．
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これは，人間は万物の霊長として最高の存在ではなく，万物の生成の一過程にすぎ
ず，より高い段階が存在していることを意味している。
人間は，禁欲，祈りによって，肉体的な束縛を断ち切り，見神にまで到ることが
できる。従って，本能圏，抽象圏，天使一神の世界は，それぞれ互いに断続してい
るのではなく，人間の努力次第で上昇できる，いわば連続した世界と言える。それ
故に，新しい福音書には〈Et　Verbum　caro　factum　est．〉の逆の意味が書かれて
いるだろう§）＜Et　la　ch組・・e　f・・a　l・V・・b…ll・d・vi・nd・a　LA　PAR・LE
DE　DIEU　＞と。
ランベールの思想に決定的な力をもたらし，「内的存在」を彼に確認せしめたの
は，彼の夢であった。それは，夢の中で，翌日初めて訪れることになっていた風景
のあらゆる細部を予め見ていたという，既視体験とでも言えるものであった。彼は，
その体験から演繹して，「内的存在」は夢の中で，肉体から完全に分離し，空間を
越えることができると考えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Si　le　paysage　n’est　pas　venu　vers　moi，　ce　qui　serait　absurde　a　penser，　j’y
suis　donc　venu．　Si　j’6tais　ici　pendant　que　je　dormais　dans　mon　alc6ve，
ce　fait　ne　constitue。t－il　pas　une　s6paration　comp16te　entre　mon　corps
et　mOn　etre　int6rieUr？9）
夢は，バルザックにとって「内的存在」が発現する場であった。Lθ3　Pア05c7傭，
54配ρ痂如，硫3π1θ超70μ償，3蹴σα疏θ7∫ηθdθ躍4d∫6∫5等多くの作品の中蔦夢
は，「内的存在」が肉体の束縛から解放され，「霊」と交渉を持つ場として描かれて
いる。シャルル・ノディエにあてた手紙で，バルザックは，夢は時間，空間の廃絶
した世界を垣間見させると語っている。
Le　somme丑，　autre　gouffre　o心nous　pouvons　nous　plonger（…　）montre
souvent　a　un　homme　de　bonne　foi　respace　complさtement　an6allti　dans
・ad・ubl・f・・ce　d。　t，mp・et　d…pace　p・・p・em・nt　dit．．．1°）
ランベールは，夢のもたらす現象を鑑みて，精神的自然も物質的自然と同様に固
有の法則を有し，精神は物質の世界に入りこむことが可能であるとした。
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Le　mouvement　ne　se　congoit　point　sans　1，espace，　le　son　n，agit　que　dans
1es　angles　ou　sur　les　surfaces，　et　la　coloration　ne　s’accompht　que　par　la
1umiere．　Si，　pendant　la　nuit，　les　yeux　ferm6s，　j’ai　vu　en　moi－meme　des
objets　color6s，　si　j’ai　entendu　des　bruits　dans　le　plus　absolu　s註ence，　et
sans　les　conditions　exig6es　pour　que　le　son　se　forme，　si　dans　la　parfaite
immob∬it6，　j’ai　ffanchi　des　espaces，　nous　aurions　des　facult6s　internes，
ind6pendantes　des　lois　physiques　extξrieures．　La　nature　mat6rieUe　serait
P6n6t・able　pa・1・es加t．11）
このような洞察のもとに，ランベールは「意志論」をあみだす。
ランベールは，彼の体系の土台を言い表わすのに，自分の思想に適した，若干の
ありふれた言葉を選び出し，その言葉の意味を拡大し，新しい定義を賦与している。
「意志」（1a　Volont6）とは，人間のすべての行為の元になる力の総称である。
　　　　　　　　　　　　　　　　’ke　mot　de　VOLONTE　serait　a　nommer　le　1η∫1ゴθ〃oh　laρθη∫4θfait　ses　’
6volutions；ou　dans　une　expression　moins　abstraite，　la　masse　de　force
par　laquelle　rhomme　peut　reproduire，　en　dehors　de　lu距meme　les　actions
qui・・mp・sent　sa　vie　ext6neu・e．12）
「思考」（1a　Pens6e）は「意志」の本質的産物である。　L65伽アζレz∫なη0748の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱
中で，バルザックはさらに「思考」を次のように定義づけている。
Savez－vous　ce　que　j’entends　par　pens6e？　Les　passions，　les　vices，1es　occu一
P・ti・n・ext・em・・，1・・d・u1・u・・，1・・pl・i・irs　s・nt　d・・t・rrent・d・p・n・6・．13）
要するに「思考」とは，思想，感情，情念などすべての心理現象を指している。
「意志」はノ6欄一C姻∫’εηF1αηdアθの中で，＜la　seule　chose　qui，　dans
rhomme，　resemble赴ce　que　les　savants　nomment　une　ame14）〉とバルザック
が呼んでいるように，魂（ame）であり，精神エネルギーと言い換えられるもので
ある。
また，「意欲」（1a　VoUtion）は，人間が「意志」を用いる行為を表わしている。，
「観念」、（Pld6e）は頭脳の作り出す，すべてのものを表わす名で，人間が「思考」を
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使う行為を構成している。「思考」は「意志」の産物であるが，同時に「観念」を
生み出す場でもある。「意欲」や「意志」は，外部生活の行為を構成し，「思考」や
「観念」は我々の内部機構の運動である。
バルザックは，このように，「意志」，「思考」，「意欲」，「観念」と四つの概念
に分けているが，「意欲」という言葉は他の作品では見られず，また，「観念」と
「思考」はあまり明確に区別されておらず，彼は両者を混同してほとんど同義的に
扱っている。従って，ここで重要なのは，「思考」と「意志」の定義ならびに関係
である。繰り返して言えば，「思考」は，あらゆる心的現象を表わし，「意志」はそ
れを生み出す根源的な存在である。「意志」は「思考」に先立つもので，＜Pour
P・n・e・，il　f・ut・・u1・i・．15）〉
ランベールは幼い頃，母親が髪をくしけずる際，電気の火花が飛び散るのを見た
が，その幼児体験は感受性豊かな彼の想像力をかきたて，幾つかの仮説をたてるき
っかけとなった。観念や意欲が飛び出す特殊な流動体に，電気を構成する原理が見
られはしないか。意志の流動的な現象は，ヴォルタ電池が死人の神経組織にひきお
こす流動体の現象と類似のものではなかろうか。観念の形成や発散は，じゃ香の粒
のような微粒子に比べられるのではなかろうか。要するに，心理現象と物理現象と
の相関関係が見られはしないか。
ランベールは次第に，「内的存在」は実体であるが，ただ人間の不完全な感覚で
は把握できないために，また，人間にとって不可解であるが故に，人間はそれを神
様扱いしたり，神秘的な世界を打ちたてたりしたのだと考えるようになった。彼に
とって，幻視や奇跡，あらゆる超自然的な現象は，「内的存在」のカの証明であり，
物質の構成原理と思考のそれとの間の，ある種の親和力の結果であった。
最初は紛れもない唯心論者であったランベールは，いつの間にか思考の物質性を
認めるようになっていた。科学的というよりむしろ，詩的で想像力を駆使して作り
上げたランペールの理論は，神秘的であると同時に科学的なメスメルの「動物磁気
説」（le　magn6tisme　anima1）を援用するようになる。
メスメルは，万物は，体内を循環している磁気的な液体からなるとする万有液体
説を唱え，この磁液の均衡が破られた時，器官に変化がおき，様々な病気や障害を
生み出すとした。彼は，術者の体から放出された磁液が，やがて，患者の体内を流れ
れ，それによって，患者の磁液の調和を取り戻し，病気を直すと考えた。
メスメルの学説は，バルザックにとって，「意志」は実在する活力であり，物理
的な力となりうることを実証するものであった。彼はσz躍εM施罐の中でメス
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メルを次のように評価している。
Mesmer，　qui　reconnaissait　en　rhomme　l’existence　d’une　influence
p6n6trante，　dominatrice　d’homme　a　homme，　mais　en（£uvre　par　la
volont6，　curative　par　I’abondance　du　fluide，　et　dont　le　jeu　constitue
un　duel　entre　deux　volont6s，　entre　un　mal　a　gu6rir　et　le　voulolr　de
gu6・廿．16）
バルザックにとって，イエス・キリストや使徒達の行なった，病人を療し，死人
を蘇えらせた奇跡は，＜magn6tisme》によるものであった。彼は，＜magn6tis一
me＞を〈la　science　des　fluides　impond6rablesl7）〉と呼び，＜magn6tisme》
が心的な力を流体とみなしていることに，大きな関心と賛意を寄せている。
メスメルの，バルザックに対する影響は様々な点でみられ，Moise　le　Yaouanc
はバルザックの宇宙論自体が，＜magn6tisme＞に負うところが大きいと指摘して
いる18）。その最も大きな影響だけに限って言えば，意志を生命流体，＜fluide　intan・
gible，　invisible，　impond6rable19）》とバルザックがみなしていることである。
意志の流動性については，後でもう一度言及するので，ここで1まメスメルの影響
によるものであることだけを指摘し，ランベールの「意志論」に戻ることにしよう。
ランベールは，意志は「生ける力」（forces　vives）であるという原理にたって，
意志の自律性や，その運動の特性を認めた。
（…　）la　Volont6　pouvait，　par　un　mouvement　tout　contractile　de　l，etre
int6rieur，　s，ammaser；puis，　par　un　autre　mouvement，εtre　projet6e　au
dehors，　et　meme　etre　confi6e註des　objets　mat6riels．　Ainsi　la　force　entiさre
d，un　homme　devait　avotr　la　propri6t6　de　r6agir　sur　les　autres，　et　de　les
P6n6t，e，　d・une　essence　6t・ang6・e　a　l・1・u・．2°）
彼にとって，意志や思考は，いわば，目に見えるもの，手で触ることのできるも
のだった。それは，物質界の生物と同様に，生まれ，年とともに老いたり，萎縮し
たり，勢いを盛り返したりする，一つの生命，一つの力，実体であった。従って，
思考は「彩しい子や孫を後ろに引き連れた全く物理的なカ21）。として現われ，それ
は，＜une　nouvelle　Humanit6　sous　une　autre　forme》22）であった。
一186一
以上述べてきたように，ランベール＝バルザックの「意志論」は，精神と物質の
二元論から出発して，精神が物質をも包括する一元論に到っている。彼にとって，
万物は一つの実体に還元される。
バルザックが，一元的な体系を生み出す根拠となったのは，Geoffroi　Saint．Hi一
1aireの＜1’unit6　de　composition＞の理論である。　Geoffroi　Saint－Hilaireは，
神は次々に様々な種を創造したという伝統的な教理に反して，あらゆる被創造物は，
唯一の組成原理から発達したものであると考えた。当時の有名な学者であるCuvier
との論争は，センセーションを巻き起こしたが，バルザックは，Geoffroi　Saint一
Hilaireを全面的に支持した23）。
バルザックは，Geoffroi　Saint－Hilaireの理論にならい，植物・動物の種類の多
様は，環境の差異によって生じたのであり，本質は同じで，構成においては，単一
の原理に帰すると考えた。
（…　）le　principe　vital　est　le　meme　par　toute　Porganisation；le　d6velop一
pement　d’une　plante，　d’une　pierre，　d’un　homme，　d’un　animal　ont　la　meme
Rien　ne　s’oppose　a　ce　que　nous　croyions　que　toutes　les　substances　possibles
ne　soient　des　modifications　d’une　meme　substance．25）
唯物論者であるGeoffroi　Saint－Hilaireは鉱物一植物一動物一人間という進化の
段階で終止符をうつが，バルザックの＜1’unit6　de　composition＞は，スウェーデ
ンボリの神秘主義の立場にたって，人間から天使に到る進化の場を付加する。従っ
て，次のようなことが言える。
（…　）la　Parole　dか∫ηθnourrissait　la　Parole　3ρかご’κθ〃ε，　la　Parole　5ρか∫∫㍑θ〃θ
nourrissait　la　Parole　αη加24θ，　la　Parole　αη∫〃2α1θ　nourrissait　la　Parole
・694∫。1。，，t　l、　P、，。1。，696∫・1・exp・im・it　1・vi・d・1・P・・。1・・’4・∫1・．26）
バルザックは，精神的宇宙と，物理的宇宙は，同じ唯一の実体に還元されるとみ
なし，地上界と天界との照応（コレスポンダンス）を認めた。
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rACTION　se　produit　dans　le　ciel，　de　la　dans　le　monde，　et　par　degr6s
dans　les　illfin㎞ent　petits　de　la　terre；les　effets　terrestres　6tant　li6s　a
1eurs　causes　c61estes，　font　que　tout　y　est　CORRESPONDANT　et　SIGNIFI一
ANT．27）
神そのものの存在は，宇宙の「中心より末端に，末端より中心に，浩洋たる大河の
ごとく漫々として流れゆくもの％）」であり，各々の被創造物は「あるいは植物の樹
液として，あるいは人間の血液として，あるいは天体の運行として，この法則の正
確なる縮図四㍉を表わしていた。
地上におけるこの実体を，バルザックは「エーテル性実体」（Substance　Eth6rξe）
と名づけた。「エーテル性実体」は，光，熱，電気等，重さを測ることのできない流
動体と本質を同じくするものであり，物質の根源をなしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’hci－bas，　tout　est　le　produit　d’une　SUBSTANCE　ETHEREE，　base　commune
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’р?@plusieurs ph6nomらnes　connus sous　les　noms　impropres　d’Electricit6，
Chaleur，　Lumi6re，　Fluide　galvanique，　magn6tique，　etc．　runiversaHt6
des　transmutations　de　cette　Substance　constitue　ce　que　1，0n　appelle
鞘lg血em・nt　La　M・tiさre．30）
「エーテル性実体」は，脳の中で意志に変形される。
Le　Cerveau　est　le　matras　o負1’ANIMAL　transporte　ce　que，　suivant　la
force　de　cet　apPare皿，　chacune　de　ses　organisations　peut　absorber　de　cette
SUBSTANCE，　et　d’oh　ene　sort　transfo㎜6e　en　Volont6．31）
意志は，「エーテル性実体」が人間の体内に吸収され，変形されたもので，「およそ
運動を賦与されている存在につきものの流体3勉として，血液のように体内を循環
している。
Une　id6e　est　donc　le　prGduit　du且uide　nerveux　qui　constitue　une　circu．
1、ti。n　intim。，、embl。bl，　a　la　ci・cul・ti・n・a麟n・．33）
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すべての被創造物は，意志を有しているが，意志の強度において，人間が優ってい
る。
En　1，homme，　la　Volont6　devient　une　force　qui　lui　est　propre，　et　qui　sur・
passe　en　intensit6　celle　de　toutes　les　esp6ces．34）
また，人間の中でも，それぞれの能力に応じて「エーテル性実体」の吸収量の多寡
が生じる。同時に，意志の量は，血液と同様に，個々人において限られている。
L，homme　a　une　somme　donn6e　d，6nergie．35）Tel　homme　ou　tene　femme
est　a　tel　autre，　comme　dix　est　a　trente，　comme　un　est　a　ctnq；et　il　est　un
d，g・6　que　chacun　d・n・u・n・d6passe　p朋．36）
意志は，心的現象であると同時に，電気に似た，しかしそれよりも微細な生命流
体として体内を循環しており，直接，有機体としての人間に働きかける。このよう
に，目に見えない精神的なものを物理的にとらえ，一つの実体として説明づけたの
が，ランベール＝バルザックの「意志論」であった。
第二章
意志の力学的法則
次に，意志が，物理的にどのように働くか，その力学を見ていくことにしよう。
意志はまず，少しも消費されずにいる生命エネルギーとして現われる。「意志は
純粋なまま，感情は潜在力をとどめたままの3物無垢な状態。この時，人間の内に
は無限の可能性が秘められ，生の躍動感が湧きおこる。
Je　sens　en　moi　comme　une　force　qui　veut　s’exercer，　je　lutte　contre　quelque
chose．38）
Les　jeunes　gens　ont　presque　tous　un　compas　avec　lequel　ils　se　plaisent
amesurer　l’avenir；quand　leur　volont6　s’accorde　avec　la　hardiesse　de
1・angl・qu・皿s・uvrent，　le　m・nde　est　a　eux．39）
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意志の静止状態が，バルザック的存在の出発点であり，意志は静から動へと移行
すべき，精神の糧を求めて，激しい餓えをおぼえる。
C’est　moi　qui　contiens　dans　mon　seill　cette　faim，　cette　soif，　cette　ardeur
de　l・enfer．40）
次に，意志は欲望や情熱や知的作業に，または肉体的労働と化す。心理的であれ，
身体的であれ，何か活動するには，体内を循環している意志の流れを，活動の起点
である一点に集中しなければならない。
「意志は，内的存在の収縮一方の運動でひとところに積み重なる。4病　この運動
の力が大きければ大きいほど，集中度は増し，活動するエネルギーの量も莫大にな
っていく。
Toutes　les　fois　que　la　pens6e　demeure　dans　sa　totaUt6，reste　bloc，ne　se　dεbite
pas　（…　），　eUe　est　apte　a　jeter　des　feux　d’une　intensit6　prodigieuse．42）
例えば，純潔な人々は，精力が節約される結果，頭脳はエネルギーの宝庫となる。’
従って，彼らが「肉体なり精神なりを必要とする時，行為や思索の力を借りようと
する時，彼らは初めておのれの筋肉に鋼鉄を見出し，おのれの悟性に天与の知恵を
見出す。その時初めて悪魔的な力，というか意志の魔法を見出すのである。4勉
一点に集中した意志は，「純粋な創造的エネルギーの運動に凝縮4角する。凝縮
されたエネルギーは，別の運動によって体外へ放射される。意志は，時には手や髪，
まなざしに宿って威光を発し，表皮を貫いて，表に滲出する。
（…　）une　6mission　de　force　par　le　plexus　solaire　et　par　les　mahls，　deux
organes　que　je　nommerais　volontiers　les　seconds　cerveaux　de　l’homme，
t。nt皿s　s。nt　int。且ectu。n，m，nt、en、ibl，、　et　nuid。ment。部ssant・35）
（…　　）ses　yeux　dardait　la　pens6e，　elle　passait　par　tous　les　organes　qui　la
pr・」・tt・nt．46）
（…　）chevelure　qui　se　d6colore，　s，6claircit，　tombe　et　disparait　selon　les
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di・…d・g・6・d・d6P・・diti・n・u　de　cゴ・t・m・ati。n　d。・p・n・6・・．47）
放射された意志は，さらに，周囲の環境を変化させたり，周りの人間に影響を与
え，「もともと，その人たちとは縁のない精髄を彼らにしみこませる4物ことができ
る。例えば，怒りの感情。
工acol6re，　comme　toutes　nos　expressions　passionn6es，　est　un　courant
de　la　force　humaine　qui　agit　61ectriquement；sa　commotion，　quand　i1
se　d6gage，　agit　sur　les　personnes　prεsentes，　meme　sans　qu’elles　en　soient
1e　but　ou　la　cause．　Ne　se　rencontre－t－il　pas　des　hommes　qui，　par　une
d6charge　de　leur　vohtion，　cohobent　les　sent㎞ents　des　masses？49）
意志は集中化によって，磁気的な力を帯び，相手の魂と体を揺さぶり，魂の感応
を引き起こす。この，意志の伝達作用によって，・41加π5αyαr粥の主人公は，愛す
る女性を自分に引きつけ，魂の衝撃を与えることができた。
Rodolphe　appuy6　contre　le　chambranle　de　la　porte，　regarda　la　princesse
en　dardant　sur　ene　ce　regard　fixe，　persistant，　attractif　et　charg6　de　toute
la　volont6　humaine　concentr6e　dans　ce　sentiment　appe16　d6str，　mais　qui
prend　alors　le　caract色re　d’un　violent　commandement．　La　flamme　de　ce
regard　atteignait－elle　Francesca？　Francesca　s’attendait－ene　de　moment
avo廿Rodolphe？　Au　bout　de　quelques　mhlutes，　ene　cloua　un　regard
vers　Ia　porte　comme　attまr6e　par　ce　courant　d，amour，　et　ses　yeux，　sans
h6siter，　se　plongerent　dans　les　yeux　de　Rodolphe．　Une　l6ger　fr6missement
・幽ce　m。帥i負qu，　vi・age　et　ce　beau・・ゆ・；1・・ec・usse　d・1・am・・白・部ssait！5°）
意志＝生命エネルギーの一点への集中から放射に到る過程で，どんな人物でも恐
るべき肉体的能力を発揮したり，バルザックが「第二の眼」（Seconde　Vue）と呼ん
でいる，千里眼的な力を持つことができる。
虚弱なランベールが，十人の生徒を相手に力で負けなかったのは，「並はずれた能
カを招きよせたり，自分の力を一点に集めて注ぎこむ天賦の才5刊のおかげであっ
た。また，3ρ1θηdθ購θ’ルf漉7θ5dθ5　Coπ漉∫αηθ8の中で，セリジー伯爵夫人が，
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鍛鉄の棒を華奢な手で折ることができたのも，愛人の死に対する激しい絶望の圧迫
をうけて，その生命エネルギーの総力を，手首に送りこんだためである。
（…　）sous　l，empire　de　la　pression，　qui　est　la　volontξramass6e　sur　un
point　et　arriv6e　a　des　quantit6s　de　force　animale　incalculables，　comme
1e　sont　toute　les　diff6rentes　esp6ces　de　puissances　61ectriques，　rhomme
peut　apporter　sa　vitaht6　tout　enti6re，　soit　pour　l’attaque，　soit　pour　la
・6・ist・nce，　d。n・t・1。u　t。l　d，・e、。rg・n，・＿52）
一つの器官は，意志の集中によって，特別な力を授けられ，その機能が拡大され
る。バルザックは，声の抑揚を聞き分けるだけで，人の性格を判断した盲人，女性
の匂いを嗅げば，若い娘か，成熟した女性か，子供を産んだ女性か不妊の女性かを
諦捌できた僧侶の例を引き合いに出し，嗅覚や聴覚等，感覚の鋭さが精神の鋭さに
相応し，一つの特殊能力となることを示している謝。
ところで，五感のうち，特にバルザックが重視しているのは，視覚，すなわち見
ること（voir）であった。
La　Volont6　s，exerce　par　des　organes　vulgahlement　nomm6s　les　cinq　sens，
qui　n’en　sont　qu’un　seul，　la　facult6　de　vo廿．　Le　tact　comme　le　go負t，
1，0uie　comme　l’odorat，　est　une　vue　adapt6e　aux　transformations　de　la
SUBSTANCE　que　1’homme　peut　sais廿dans　ses　deux　6tats，　transform6e　et
non　transform6e．54）
視覚はもはや，単に外面的な姿，形を見るというのではなく，内面に潜む本質を洞
察することに関わってくる。
「観察家というのは，異論の余地なく第一級の天才である55㍉と彼は言う。バル
ザック自身，優れた観察力の持ち主で，Fごc∫ηoαzηθにおいて，直観的な観察によ
って他人の心の深層を洞察し，他人の生を生きることができると自負している。
Chez　moi　l，observation　6tait　d｛論devenue　intuitive，　eUe　p6n6trait　l，ame
sans　n6ghger　le　corps；ou　plut6t　elle　saisissait　si　bien　les　d6tans　ext6rieurs；
qu，elle　allait　sur－le－champ　au　dela；elle　me　donnait　la　facult6　de　vivre　de
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la　vie　de　rindividu　sur　laquelle　ene　s，exergait，　en　me　permettant　de　me
substituer　a　lui　comme　le　derviche　des　Mille　et　une　Nuits　prenait　le　corps
et　l’ame　des　personnes　sur　lesquenes　il　pronongait　certahles　paroles．
（…　）Quitter　ses　habitudes，　devenh　un　autre　que　soi　par　l’ivresse　des
facult6s　morales，　et　jouer　ce　jeu　a　volont6，　tene　6tait　ma　distraction．56）
この直観的な観察力を，彼は「第二の眼」（Seconde　Vue）と呼んでいる。「第
二の眼」を備えた人間は，ルイ・ランベールが人類を区分した三つの世界（本能圏，
抽象圏，特殊圏）の中で，最も高い位置にある特殊圏に属する。＜Sp6ciaht6》の
定義自体が，見ることに終始している。
La　Sp6ciaht6　consiste註voir　les　choses　du　monde　mat6riel　aussi　bien　que
celle　du　monde　spirituel　dans　leur　ramifications　originelles　et　cons6quen一
tielles．　Les　plus　beaux　g6nies　humaines　sont　ceux　qui　sont　partis　des
t6nさbres　de　l’Abstraction　pour　arriver　aux　lumi6res　de　la　Sp6ciaUt6．
（Sp6ciaht6，5ρθc∫θ∫，　vue，　sp6culer，　vojビtout　et　d’un　seul　coup；5ρθα41z4η2，
miroir　ou　moyen　d’appr6cier　une　chose　en　la　voyant　tout　enti6re．）J6sus
6tait　Sp6ciahste，皿voyait　le　fait　dans　ses　racines　et　dans　ses　p士oductions，
dans　le　pass6　qui　l’avait　engendr6，　dans　le　pr6sent　oh皿se　manifestait，
dans　l，avenir　oh　il　se　d6veloppait；sa　vue　p6n6trait　1’entendement　d’autrui．
La　perfection　de　la　vue　int6rieure　enfante　le　don　de　Sp6ciaht6．　］La
Sp6ciaht6　emporte　l’intuition．　L，intuition　est　une　des　facult6s　de
L，HOMME　INTERIEUR　dont　le　Sp6ciahsme　est　un　attribut．57）
「内的視力」を発揮する人間は，「運動を自由に操り，遍在性によって一切に結び
つけられている5物天使＝神の力を授かるのであり，物理的空間，時間を飛び越え，
無限の世界に遊ぶ。
rhomme　possもde　l，exorbitante　facult6　d，an6antir，　par　rapport註lui，
1’espace　qui　n，existe　que　par　rapport註1ui；de　s’isoler　compl6tement　du
miheu　dans　lequel　il　r6side，　et　de　franchir　en　vertu　d’une　puissance
1…m・tive　p・e・qu・in血i・，1・・6n・・m・・d丞t・nce・d・1・n・tu・e　phy・iqu・．59）
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Je　lis　dans　les　cceurs，　je　vois　l’avenir，　je　sais　le　passε．　Je　suis　ici　et　je　puis
etre　a皿eurs！Je　ne　d6pends　ni　du　temps　ni　de　1’espace，　ni　de　la　distance．
Le　monde　est　mon　serviteur．60）
意志の集中によって，人は時間，空間を超越しているが故に，一個の事物，一つ
の現象の原因と結果を，過去と未来を，瞬時に把握する力を持つ。従って，それは
未来を予言する能力を生み出す。加Rθ6舵ア功θdθ1匁加01〃の中の，娘が父の自
殺の企てを予知する場面は，その過程が如実に語られている。
Quand弧eut　disparu，　Marguerite　resta　dans　une　stupeur　qui　eut　pour
effet　de　l’isoler　de　la　terre，　ene　n’もtait　plus　dans　le　parloir，　elle　ne　sentait
phls　son　◎orps，　elle　avait　des　ailes，　et　volait　dans　les　espaces　du　monde
moral　o心tout　est㎞mense，　o血la　pens6e　rapproche　et　les　distances　et
1es　temps，　o心quelque　main　divine　rel6ve　la　toile　6tendue　sur　l’avenir．
Il　lui　sembla　qu’皿s’6coulait　des　jours　entiers　entre　chacun　des　pas　que
faisait　son　p6re　en　montant　1’escaher；puis　eUe　eut　un　frisson　d’horreur
au　moment　o心ene　l’entendit　entrer　dans　sa　chambre．　Guid6e　par　un
pressentiment　qui　r6pandit　dans　son　ame　la　poignante　clart6　d’un¢cla廿，
elle　ffanchit　les　escaliers，　sans　lumiさre，　sans　bruit，　avec　la　v610cit6　d’une
nさ・h・，・t・it・・n　p6・e　qui・・勾u・t・it　1・f・・nt・vec　un　pi・t・1・t．61）
内的視覚は，創造物を拡大し，高揚させ，精神の高みに飛翔させる。
Je　volais，　emport6　par　mon　guide，　elltrain6，　par　une　puissance　semblable
acelle　qui　pendant　nos　reves　nous　ravit　dans　les　sph6res㎞visibles　aux　yeux
du…p・67）
「人間だけが，特別の器官に備わる垂直性の感覚を持っている63bと距7αρ櫨α
の中でバルザックは書いた。人間は，意志の力によって，肉体の重さを捨て，身軽
になって，上へ上へと昇っていく。ちようど，867αρ加∫σの冒頭でセラフィトゥス
とミンナが，二本の矢のように，フアルベルク山の頂上に向かって上昇していくよ
うに，意志の集中は常に，精神の上昇運動を目ざす。
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Vole　encore　a　travers　les　sph6res　br∬1antes　et　lumineuses，　admire，　cours．
En　volant　ainsi，　tu　te　reposes，　tu　marche　sans　fatigue．　Comme　tous　les
hommes，　tu　voudrais　etre　toujours　ainsi　plong6　dans　ces　sph6res　de　parfums，
de　lumi6re　o血tu　vas，16ger　de　tout　ton　corps　6vanoui，　oh　tu　parles　par　la
pens6e！Cours，　vole，　jouis　un　moment　des　ailes　que　tu　conquerras，　quand
1’amour　sera　si　complet　en　toi　que　tu　n’auras　plus　de　sens，　que　tu　seras
tout　intelligence　et　tout　amour！64）
人は，一つの世界から他の世界へ，幻影から幻影へと飛翔し，あらゆる物の根元
であり，すべての中心である神の光に達しようと努める。上昇につれて，その顔は
光輝き，その額は晴れやかになる。「内的存在」が生み出す効果によって，発渕とし
た生命の発条が見られる。この時，人間の内部から強烈な光が発せられる。セラフ
イトゥスが山頂をのぼりつめ，下界を見下ろす時，彼の「金色の眼差から奔る火は，
明らかに太陽光線に匹敵していたし，太陽から光を受けるのではなく，太陽に光を
与えているようにみえた。65b
意志の垂直の力動性に身を委ね，「過去の境界のない深淵の上を飛翔する6叫こと
は，人を悦惚とさせ，測り知れない快楽をもたらす。さらに，この時，人間は，宇
宙をその脳中に呼びよせる力を持つ。
Les　hommes　ont－ils　le　pouvoir　de　faire　venir　l’univers　dans　leur　cerveau，
ou　leur　cerveau　est－il　un　tahsman　avec　lequel　ns　abolissent　les　lois　du
temps　et　de　l，espace？．．．　La　science　h6sitera　longtemps　a　choistr　entre
ces　deux　myst6res　6galement　hlexplicables．　Toujours　est－il　constant　que
1’inspiration　d6roule　au　po合te　des　transfigurations　sans　nombre　et　semblables
・ux　m。衷qu，、　f。nt。・m・g・・i・・d・n・・reve・．67）
自我のうちに宇宙を顕現させ，時の絆に縛られず，空間の極桔にとらわれずして飛
翔することに，人は誰でも陶酔を覚える。
従って，至福の状態は，人間の作り出したあらゆる富や力，事物によってではな
く，人間の内部の，意志による宇宙の電撃的な所有によってもたらされる。
@　　F
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Ces　fetes　splendides　de　lumi6re，　enceinte　de　musique　o心la　parole　de
rHomme　essaie　a　tonner；tous　ces　triomphes　de　sa　main，　une　pens6e，　un
sentiment　les　6crase．　L’Esprit　peut　rassembler　autour　de　1’homme　et
dans　l’homme　de　plus　vives　lumi6res，　lui　faire　entendre　de　plus　m610dieuses
ha㎜onies，　asseoh　sur　les　nu6es　de　bhllantes　constalations　qu’il　interroge．
（…　）　Les　plus　r6elles　magnificences　ne　sont　pas　dans　les　choses，　elles
sont　en　nousrmemes．68）
ところで，一つの器官への意志の集中は，他の器官を蔑ろにするものであり，集
中が長く続く場合，他の器官の機能を妨げる結果となる。
ボクサーは拳の打撃のうちに意志の力を費し，踊り手は自分の脚に，大理石工は
腕の運動に生命エネルギーを預けてしまったために，知能が遅れをとるようになっ
た。また逆に，意志を脳髄に集中すると，「脳髄は力に満ち浴れ，虚弱な脳膜もた
くましく広がり，髄質も発達してくるだろう。その代わり，頭脳から下はすっかり
お留守になってしまうので，天才でも必ず病気になってしまう。軌
従って，ある特定器官への意志の集中は，その器官を肥大させ，他の器官を萎縮
させてしまう。この結果，身体的特徴そのものが変わることがある。昔は均衡のと
れた体つきだったバルタザル・クラースは，長年の思索生活のために，頭が異常に
大きく，上半身に比べて下半身は華奢で，ひ弱な，アンバランスな体格に変貌して
いる。（ルイ・ランベールや他の思索型の人物が皆，頭が大きく，下半身が貧弱なの
はこのためである。）また，職業上いつも同一運動の反復を強いられている人々は，
歩き方にひどく偏った動きが見られると丁短o漉dθ1αD勿α7c舵でバルザックは
述べている。いつも決まった方向に生命エネルギーが流れるため，動きが妙に偏り，
独特の身体つきが生まれてくるわけだ。
たえず刺激され，栄養を送られて異常なまでに膨れあがった器官は，やがて衰弱
し，機能が衰える運命にある。意志の急激な凝縮によって恐ろしい毒が調合され，
多くの人間が，体内ににわかに充満した「心的酸性の激発」（1e　foudroiment　de
quelque　acide　moral70）によって身を滅すことになる。
その上，一人一人の人間の持っている意志の量が限られているため，大量に生命
エネルギーを放出した後には，驚くべき生命流体の消耗が待っており，内的生命の
激しい衰えがみられる。
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Ce　combat　avec　les　hommes　et　les　choses，　o血j’ai　sans　cesse　vers6　ma　force
et　mon　6nergie，　o心j’ai　tant　us61es　ressorts　du　d6sir，　m’aminε，　pour　ainsi
dire，　int6rieurement．　Avec　les　apparances　de　la　fbrce，　de　la　sant6，　je　me
sens　ruin6．　Chaque　jour　emporte　un　lambeau　de　ma　vie　intime．71）
大動脈を断ち切れば，血液が多量に流出して死が訪れるように，意志を一点に集
中し，大量に放出すれば，一人の健康な人間を，「瞬のうちに屍にしてしまう。
（…　）la　pens6e　6tait　un　fluide　de　la　nature　des　impond6rables，　qui　a　en
nous　son　syst6me　circulatoire，　ses　veines　et　ses　art6res；par　son　affluence
sur　un　seul　point，　il　agit　comme　une　bouteille　de　Leyde，　et　peut　donner
la　mort；un　homme　peut　le　tarh野dans　sa　source　par　un　mouvement　moral
qui　d6pense　tout，　comme　on　peut　ta血ceUe　du　sang　en　s，ouvrant　1，art6re
cruciale．72）
激しい情動や，傷つけられたり，満足をえられない情念は，最も危険な凶器となっ
て身体を破壊する。
Une　arme　est　tout　ce　qui　peut　servir　a　blesser，　et註ce　titre，　les　sentiments
sont　peut－etre　les　armes　les　plus　cmelles　que　l，homme　puisse　employer
P・u・f・apP，，・・n・embl・b1・．73）
知的活動，芸術的創造もまた，意志の濫費である。
Le　g611ie　n’est。il　pas　un　constant　excδs　qui　d6vore　le　temps，1，argent，
le　corps　et　qui　m6ne　a　l，h6pital　plus　rapidemellt　encore　que　les　passions
mauv心es？74）
思考の破壊的な力の犠牲となった者は『人間喜劇』の中には数多く見られる。ルイ
゜ランベールもその一人である。
Louis上ambert，　ce　centenaire　de　v㎞gt－cinq　ans，　d匂a　vieux　de　pens6es，
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us6　par　des　siさcles　de　rξflexions，　perdu　par　la　jouissance　morale　de　tous
les　plaistrs　humains　pergus　sans　que　le　corps　en　f負t　complice，　autrement
qu・p・u・etre・u血6　P・・1・abus　d・la　p。nsεe．75）
バルザックはしばしば，「思考する人間は堕落した動物である」＜L’homme　qui
pense　est　un　animal　d6prav6》という警句を吐いている。これは，人間が思考
し，文明化すればするほど，異常な刺激や興奮の中に身を投げることになり，その
結果，命を縮めることになるという意味である。
D，immenses　obstacles　environnent　les　grands　plaish幽s　de　Phomme，　non
ses　jouissances　de　d6ta皿，　mais　les　syst6mes　qui　6rigent　en　habitude　ses
sensations　les　plus　rares，1es　r6sument，　les　lui　fertilisent　en　lui　cr6ant
une　vie　dramatique　dans　sa　vie，　en　n6cessitant　une　exorbitance，　une
P・・mpt・dissip・ti・n　d・・e・f・・ce・16）
人間の思考は，まず，純粋に動物的本能の単純な運動から始まり，次に思念の凝
集・比較や反省，瞑想に進み，最後に忘我の三昧境に到達する。しかしながら，’深
い瞑想や美しい悦惚状態は，目を一点に据えたまま，何時間も身動きしない強硬症
（catalepsie）に導く。「内的能力発揮の絶頂においては，肉体生活の完全な停止に
到達7物する。それ故，あらゆる創造的な芸術活動も，その過剰は意志の放蕩であ
り，肉体の放蕩と同じ結果をもたらす。意志の集中度において，知的活動の方が優
っているだけに，身体に及ぼす悪影響は大きい。
（…　）la　pens6e　est　plus　puissante　que　ne　l’est　le　corps，　eUe　le　mange，
1，absorbe　et　le　d6truit；1a　pens6e　est　le　plus　violent　de　tous　les　agents　de
destruction，　elle　est　le　v6ritable　ange　exterminateur　de　l’humanit6　qu’elle
tue　et。短in，，　ca・eUe　vi・ifie　et　tu・．78）
「生命は燃焼を伴う7％と，バルタザル・クラースは言う。炉の活動の強弱に応
じて，生命は長くも続くし，短くおわりもする。鉱物において，燃焼は潜在的であ
るか，ほとんど感じられないために，その破壊は無限に引き延ばされる。植物は，
湿気を呼ぶ化合によって，常にみずみずしくなるため，限りなく生命を保つことが
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できる。しかし，自然が器官を完成させ，感性，本能，知能といった，有機体にお
ける顕著な三段階をそこに賦与する度に，これら三つの器官は，ある燃焼を要求す
る。その燃焼の活動性は結果と正比例する。従って，知能の最高点にある人間にお
いては，最強度の燃焼がおこなわれる。
思考は，意志を燃やし，炎にする。感情の爆発はそのまま，燃えさかる炎となっ
て，肉体を照らし出す。
Elle　brα1ait！La　fum6e　de　l’incendie　qui　la　ravageait　semblait　passer　par
ses　rides　comme　par　autant　de　crevasses　labour6es　par　une　6nlption　vol一
canique．8°）
Lε∫1吻7’アz3なη076∫の作中人物は言う。
La　vie　est　un　feu　qu’il　faut　couvrir　des　cendres．　Penser，（…　），　c’est
勾outer　de　la　flamme　au　feu．81）
燃焼の強度において，鉱物と人間との間に差異が生じるように，人間の間におい
ても，各人特有の組織によって蓄積される熱素（le　phlogistique）の多寡によって，
強弱がある。LαPθ側dθC肋g加の主人公のラファエル・ド・ヴァランタンは，
熱素を過剰に含んでいた。作中で，ある医者が彼に指摘する。
Chez　vous，　le　phlogistique　abonde；vous　etes，　s’皿m’est　permis　de　m’ex一
pliquer　ainsi，　suroxyg6n6　par　la　complexion　ardente　des　hommes　destin6s
aux　grandes　passions．　En　respirant　vif　et　pur　qui　acc61ere　la　vie　chez　les
hommes　a　fibre　molle，　vous　aidez　encore　a　une　combustion　d6ja　trop
rapide．82）
逆に，百歳を越えた老人のほとんどは，思考が緩慢にしか働かない湿った脳（1e
cerveau　hydriaque83））の持ち主であった。彼らは，機械的な仕事，質素な食事に
よって，生命の火にあまり油を注がなかった。
従って，思考しなければしないほど，生命の燃焼を抑え，長寿を全うできる。例
えば，フォントネルは，声を出せば必ず大量の生命流体が消失するので，決して会
話をしなかった。生涯一度も泣かず，笑わず，走らなかった。生まれつき虚弱で長
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生きできぬと宣告されたこの男は，余計な生命運動を慎むよう厳しい節制を守った
お陰で，齢百歳を越えることができた84）。守銭奴のゴプセックも，金銭の倹約だけ
に留まらず，フォントネル同様に，生命運動の倹約をはかった。彼は馬車でも通る
と，無理に声を張り上げるのが嫌さに，話の途中でも話を切って黙った。朝起きて
から晩に至るまで，起居動作の一切が，時計仕掛けのように規貝1圧しかった。彼は，
いわば，模型人間（homme－mod61e）みたいなものだった8殊
人間的な感情を一切棄てて，機械的な生活を送ること，これが，バルザックにと
って長寿の秘訣であった。ラファエル・ド・ヴァランタンは，パリ社会という激し
い思考の渦を逃れ，モン・ドールの山の中に隠遁する。「この岩の牝蠣のひとつとな
って，死を眠らせながら一日でもよけいに殻の寿命をのばす8叫ために。彼は何日
も，岩の上に坐って，自然の繰り広げる荘漠たる風景をながめ，無為のうちに時を
費した。そして，「この自然の本質的な動きに同化して，本能生活を支配する専制
的で保守的な法則に服従しようと努めた。8防その結果，遂に，自然と一体となるこ
とに成功した。
Il　r6ussit註devenh・partie　int6grante　de　cette　large　et　puissante　fructifi一
cation：il　avait　6pous61es　intemp6ries　de　l，　atr，　habit6　tous　les　creux　de
rochers，　appris　les　mceurs　et　les　habitudes　de　toutes　les　plantes，6tudi6
1e　r6g㎞e　des　eaux，　leurs　gisements，　et　fait　connaissance　avec　les　animaux；
enfin，　il　s’6tait　si　parfaitement　uni註cette　terre　anim6e，　qu’il　en　avait　en
qu・1qu・…t・・匪・i　l・ame　et　p6n6t・61es　secret・。88）
自然の中にまどろみ，思考なき生の存続。それは，バルザックの世界では，激し
い欲望による生の瞬間燃焼と対比されて現われる。
La　vie　simple　et　m6canique　conduit　a　quelque　sagesse　insens6e　en　6touffant
notre　intelhgence　par　le　trava丑；tandis　que　la　vie　pass6e　dans　le　vide　des
abstractions　Qu　dans　les　abimes　du　monde　moral　m6ne　a　quelque　folle
sagesse．　En　un　mot，　tuer　les　sentiments　pour　vivre　vieux，　ou　mourir　jeune
・nacceptant　l・m・・ty・d・・pas・i・n・，・・皿a　n・t・e　a・ret．89）
生の充実感は，意志の集中による忘我の境地にある。肉体的にも知的にも，超人
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的な力の発揮は，大量の生命エネルギーの燃焼によるものである。しかし，欲望が
満たされるにつれて縮んでいく「あら皮」が象徴しているように，生の充実は死に
つながっている。過度の情熱によって，時間も空間も，一切が消滅する高揚した瞬
間は，真の生へ限りなく近づくと同時に，生の持続の破壊でもある。バルザック自
身，過剰な創作活動によって，生を消滅させ，死の恐怖に苛まれている。
Pardonnez－moi　d’avo廿jet6　ce　cri　de　douleurs，　ne　vous　en　ala㎜ez　pas
trop．　Mais　je　p6rissais，　emport6　par　un　exc6s　de　travan，　il　ne　faudrait　pas
n・nplu・que　cela　v・us　su甲・enn・．9°）
Je　suis　sans　ame　ni　cceur，　tout　est　mort．（…　）　Je　mourrai　6puis6，　je
mourrai　de　travail　et　d’anxi6t6，　je　le　sens．（…　）Ecoute：non　seulement
le　coeur　et　l’ame　sont　attaqu6s；ma並je　te　le　dis　bien　bas，ノθρθアd3　Zα
用4醒oかθ4θ∫め∫∫αη’趣，et　je　suis　prodigieusement　alarm6。91）
バルザックは，「『あら皮』の作者が若くして死ぬのを見るのはさぞかし面白いこ
とだろう9物とシニカルな口調で書いているが，彼はまさに，自分の思考を貧り食
い，自らを滅していく運命に甘んじねばならない悲劇に直面している。それ故に，
運動と知力の放棄の中に己れを埋没させ，命をできるだけ引き延ばそうという彼の
切なる願いは，彼自身の人生の認識から生じていると言えよう。バルザックの作品
中のある錬金術師が，作者にかわって悲痛な叫びを発している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ri　vous　pr6tendez　que　quelque　chose　nous　survit，　ce　n’est　pas　nous，　car
tout　ce　qui　est　le　moi　actuel　Pξrit！Or，　c’est　le　moi　actuel　que　je　veux
continuer　au　del註du　terme　assign6　a　sa　vie（…　）．　D6ja　nous　avons　6tendu
nos　sens，　nous　voyons　dans　les　astres！Nous　devolls　pouvolr　6tendre　notre
vie！93）
　　　　　　　、
oルザックの作品の主要な登場人物は，すべて「持続なき生か，それとも生なき
持続か9秘のジレンマに陥っている。しかし，彼らは，ラフアエルのように，最終
的には一瞬の幸福を選ぶ。ラファエルは若くして死ぬ。バルタザール・クラースや
，フレンホーフェルは絶対へのあくなき希求によって，自らを破局に追い込む。彼ら
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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は一瞬の間，生の原理を捉えることができるが，次の一癖，肉体の死または精神の
死に見舞われ，後には空虚，無が残るのみである。
Cette　6norme　puissance，　en　un　instant　appr6hend6e，　fut　en　un　instant
exerc6e，　jug6e，　us6e．　Ce　qui　6tait　tout，　ne　fut　hen．95）
こうして「意志論」は死によって閉ざされる。
結　　　論
バルザックの「意志論」は，心的現象を物理的な力を持つものとして捉え，その
＜mat6riaht6　de　la　pens6e＞という考えは、Co〃24d∫ε枷〃2伽ε1全体の骨子をなし
ている。Co用6d∫ε枷〃励ηθのほとんどの登場人物は，情欲，金銭欲，権力欲のよ
うな卑俗な欲望であれ，または母性愛，父性愛，妻や夫に対する愛情，芸術や学問
における高遭な知的探究であれ，何か一つの固定観念に愚かれ，破滅の道に到って
いるが，これらすべては，思考の物理的な破壊力によって説明づけられるのである。
バルザックの創造世界の主人公たちは，意志の集中，放射によって，作者自身の豊
饒な創造力に恵まれると同時に，作者の悲劇的な体験である，意志の消耗と，迫り
来る破局に脅かされている。
第二章で，意志の力学的法則をみてきたが，簡単に図式化すると，次のようにな
る。
＜les　lois　dynamiques　de　la　Volont6＞
concentration　　　　pr（場ection　　　　consommation　　　mort
→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→（意志の集中）　　　（意志の放射）　　　（意志の消耗）　　　（死）
意志の，一点への 01a　force　magn6tique
　　　　　　　　　　φ
kひ身の衰弱〕　　　長寿へ
集中による器官の の発揮（周りの人間へ@　　　　の影響力）
の願望
肥大化 oSeconde　Vue
（時間，空間の超越
予言能力）
o超人的な肉体能力の発揮
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このように，万物の生成過程の一段階としての人間の存在は，死によって閉じら
れるわけだが，肉体の死が，より高次の段階につながることがある。第一章で触れ
た，バルザックの天使主義（「内的存在」が「外的存在」に打ち勝ち，肉体と完全
に分離すれば，肉体の死後も天使となって生き続けることができるという考え）に
よって，多くの人間にとっては敗北である死は，ある特権的な人物にとっては勝利
となる。
その例として，ルイ・ランベールとセラフィタが挙げられる。彼らは肉体的束縛
を脱し，さらに高度の精神世界に達している。ランベールの狂気の状態を，バルザ
ックは，魂の生活が肉体の生活を消滅させたものとみなしている。精神的視覚のす
ばらしい働きのために，ランベールの言葉が常人には支離滅裂に思われ，彼を狂人
扱いするが，実は彼は，魂のすばらしい作用によって，肉体から抜けだすことに成
功し，法悦の境地にあるのだ。バルザックは，艶607∫θdθ如D4脚7c舵でも，狂
人について言及している。
Un　fou　est　un　homme　qui　voit　un　abime　et　y　tombe．　te　savant　Pentend
tomber，　prend　sa　toise，　mesure　la　distance，　fait　un　escaHer，　descend，
remonte；et　se　frotte　les　maills　aprさs　avo元r　dit　a　l’univers：＜Cet　abime
adix－huit　cent　deux　pieds　de　profondeur，1a　temp6rature　du　fond　est　de
deux　degr6s　plus　chaude　que　ceUe　de　notre　atmosph6re．＞　Pu旭il　vit
en　famille．　Le　fou　reste　dans　sa　loge．11s　meurent　tous　deux．　Dieu　seul
・ait　q・i　du　f・u，　qui　du・av・nt，・6t61・plu・p・6・du・・aエ96）
＜Il　n’y　a　pas　un　seul　de　nos　mouvements，　ni　une　seule　de　nos　actions　qui　ne
soit　un　abime．》と，バルザックは続けて言っているが，彼の言う＜abime＞
とは，自己の内部にある。そして，まさに自己の内部の深淵こそが，神を知るため
の道である。5伽助磁の中で，バルザックは「『見者』と『信者』は地上の事物
に向けられる眼よりも，もつと鋭い眼を自分の内部に発見する。そして，黎明を見
る9防と語っているし，Lo薦加配舵r∫でも，人間は「おのれの『内部』による
光明との合体にまで達することができる賜とある。従って，己れの中の無限の深
淵の中に飛びこみ，現実生活から離れて神への道を進むものが，狂人であると言え
よう。
セラフィタの勝利はランベールよりも輝かしいもので，彼女は実際に，天使とな
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って昇天する。セラフィタは，眩いばかりの光に包まれて，無限に到る道を辿り，
永遠の生に入っていく。肉を具えた創造物が，ついに，光の存在への変相を成し遂
げたのである。
ただ，セラフィタは例外的な存在で，セラフィタに従っていったウィルフリッド
とミンナは，惨めな肉体に縛りつけられて，神の世界の境界を越えることはできな
い。セラフィタの昇天を見届けた彼らは，束の間，肉の絆から解き放たれ，神の事
象の意味を理解するが，再び元の肉の絆に戻っていくのだった。「不純」と「死」
に再び捉えられ，彼らは天界からの「追放者」として，下方の世界の塵の中に帰ら
ざるをえなかった。
しかし，アルベール・ベガンがウィルフリッドとミンナの結合によって，第二の
セラフィタが生まれる可能性を見ている99）ように，567αρ鰭αの結末は，人間の悲
劇的な運命に，一条の希望の光を与えている。
Au　dehors，6clatait　dans　sa　magnificellce　le　premier　6t6　du　dix－neuvi6me
siさcle．　Les　deux　amants　crurent　entendre　une　voix　dans　les　rayons　du
sole且．　Ils　respir6rent　un　esprit　c61este　dans　les　fleurs　nouvenes，　et　se
dirent　en　se　tenant　par　la　main：－rimmense　mer　qui　reluit　l査一bas　est
une　image　de　ce　que　nous　avons　vu　la－haut．
一〇hallez6vous？1eur　demanda　monsieur　Becker．
一N・usv。u1。n・紐1，，　a　Di，u，　d血・nt．趣，・，nez　avecn・u・，m・np6・e？1°°）
生の消耗，死に脅かされ続けたバルザックにとって，セラフィタの昇天は，彼自
身の夢であり，理想であった。彼は，時間から永遠へという絶えざる上昇を目ざし
た。しかしながら，生の躍動を身をもって感じ，小説の上で世界を創造することに
より，神にかわって天地創造を果たそうという意欲に駆られる一方，生の限界を意
識し，挫折感をも味わっていた。そのためにバルザックの「意志論」は精神の高揚
による至福の過程を辿りながらも，最後には，絶望的な死を迎える。『人間喜劇』
の多くの作品が悲劇的な終わり方をしている理由はここにある。しかし，バルザッ
クは死の中に暗さばかりでなく，新しい生の誕生を見ようとしているし，もし再生
が果たされなかったとしても，一瞬の幸福に生きようとするバルザックの活力にあ
ふれた態度が，『人間喜劇』を生命に浴れた作品にしている。
「意志論」は，このようなバルザックの思いが，理論的な形をまとって現われた
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ものと言えよう。
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